























































































































年次 入学年 研究分野 研究テーマ
1年 2015年
日本語
日本語の機能的な特徴
日本語文体の特徴
現代日本の言語的状況
日本語の語彙論
日本語の方言
日本語の翻訳方法
日本文学
日本ホラー小説の研究
日本の演劇とロシア文学からの影響
日本文化
日本国家の神話的起源思想
浮世絵の研究
日本人名の研究
日本民話における日本人の発想法
日本文化における「お化け」の表象
日本文化における「死」の表象
日本史における明治維新の役割
日本の教育制度の諸問題
日本の伝統芸能の研究
日本の妖怪の研究
日本画の研究
2年 2014年
日本語
英語語彙の日本語化メカニズム
日本語の敬語体系の特徴
日本文学
室町時代の軍記物の研究
現代日本文学の短編小説の研究
20世紀後半の日本女性文学の研究
日本の推理小説の特徴
『万葉集』における恋愛の表象
日本文化 日本民話伝承における「人間」の表象
3年 2013年
日本語 現代日本語における外来語彙の構成変化
日本文学
夏目漱石による日本西洋化の批判
日本典型文学における「朱」の象徴的意味
大岡昇平の文学活動の研究
日本文化 日本の民話伝承における「お化け」の役割の研究
4年 2012年
日本語
日本文学の翻訳におけるシンタクシス的変更について
現代日本語におけるネーミングの方法
日本文学
日本の歴史・時代小説の研究
読本における中国文学からの影響
近松門左衛門の文学作品における「心中」の表象
日本文化 日本における「狐」の表象について
09  ロシア、ブリヤート国立大学における日本語・日本文化の教育の現状　111
国立大学東洋学部の機関誌である『BSUの東洋学』、『東方アジア』、『東洋学の
教授方法』の3誌が用意されている。また、学生の口頭発表の場として、ブリヤ
ート国立大学は、毎年5月に「アジア太平洋地域の過去と現在」という国際若手
研究者学術会議を開催している。
　ブリヤート国立大学の日本学科の教員は、日本研究の分野において最高の成果
を上げられる若手研究者を育てるために様々な試みを行っている。その結果とし
ては、ごく近い将来にブリヤート国立大学出身の若手研究者は、ロシアだけでは
なく、全世界の大学や研究機関などで活躍することが大いに期待されている。
2015年
卒業生 2011年
日本語
日本古典文学における地名の特徴
関西弁における動詞の打ち消し活用形の特徴について
日本文学
『百人一首』の研究
『新古今和歌集』の研究
日本文学における社会派推理小説の役割について
2015年
卒業生 2011年 日本文化
日本文化における天照大神の表象について
日本文化における七福神の表象について
2014年
卒業生 2010年 日本文学
小林一茶の作品における自伝的記憶の特徴について
井上靖著『おろしや国酔夢譚』における「ロシア」の表象について
大江健三郎の作品における環境汚染問題について
宮沢賢治童話の世界
2013年
卒業生 2009年
日本語
日本語とブリヤート語の慣用句の比較研究
現代日本語における経済学専門用語の構成的な特徴について
漫画の擬音語・擬態語の特徴について
現代日本語における「身体」の表象について
日本語の諺の翻訳方法
日本文学
有島武郎の作品におけるキリスト教の役割について
小松左京著『明日泥棒』とイワン・エフレーモフ著『アンドロメ
ダ星雲』における「未来」の比較研究
平塚らいてうの作品における女性解放運動
桐野夏生の作品における「追放人」の表象について
三島由紀夫の作品におけるSM思考について
日本の「怪談」の特徴について
日本文化 日本文化における源義経の表象について
